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ユニバーサル社会基本法の制定に向けて 
― 元気な日本を創ろう ― 

 
今、「日本の将来が心配だ」「今の日本人は元気がない」、そんなふうに感じて

いる人が多いのではないでしょうか。格差問題や少子化問題、ストレスフルな

職場、家族や地域の絆の弱体化など今の日本は問題が山積しています。さまざ

まな国際ランキングでも日本の地位が低下しています。 
 
日本が元気になるためには地域や職場が元気になることが必要です。地域や

職場が元気になるためには、それを構成する一人一人が元気になることが必要

です。 
 
人が元気になるためには、自信と誇りを持って暮らすことが必要です。年齢、

性別、障害の有無などにかかわりなく、だれもがその個性や能力を社会で認め

られ、その個性や能力を生かして生き生きと暮らすことができることが重要で

す。また、その異なる個性や能力を持つ者が互いに助け合い共に力を合わせる

ことで誰もが暮らしやすく、またしなやかで強い地域や職場を作り出すことが

可能となります。 
 

こうした課題にかかわるわが国の法制としては、男女、障害、高齢など各分野ごと

の基本法がありますが、トータルな法制はありません。すべての人が多様な個性や

能力を生かし、相互に理解し合い、共に助け合い、だれもが住みよく暮らしやすい真

の意味で強くやさしい社会を我々は「ユニバーサル社会」と呼びたいと思います。わ

が国の少子高齢化は今後ますます加速することが見込まれています。「ユニバーサ

ル社会」の形成を加速し、すべての人が生き生きと力を発揮できる環境を整えること

はわが国の喫緊の課題です。 
 
人は、だれもが年をとります。障害を持つ可能性、心を病む可能性を持って

います。この問題は、すべての人にとって「他人事」ではなく、今の自分、将

来の自分、そして自分の子どもたちの住みやすい社会づくりの問題なのです。 
 
以上のことから、次のことをめざして、その推進力となる「ユニバーサル社

会基本法」を早急に制定することを提案します。 
 

○ 国民一人ひとりが、その個性や能力を生かして活躍できる環境を整備する

ことにより個人を元気にしよう 
○ 個性や能力の違う個人が互いに助け合うことにより生きやすい、暮らしや

すい環境を生み出し、地域や職場を元気にしよう 
○ 個人と地域や職場が元気になることにより日本を元気にしよう 
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